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　この号の扉で，日本脳神経外科学会を社団法人にした頃について，吉本高志名誉教

授が回想しておられる．あれがもう 10 年も前だったことを思い起こした．あの当時，

吉本教授は，初代の理事長として淡々と山積する課題を片付けておられるように見え

た．しかし，これを拝読して，実は大変な決意と覚悟をもって取り組まれていたこと

を知った．あらためて，日本脳神経外科学会への貢献に御礼を申し上げたい．

　この号に掲載されている他の論文も，1つひとつが実に興味ある問題を含む力作で

ある．注目に値するのは，いずれもが，多額の研究費によって実現したものではなく，

臨床の現場での地道な努力や工夫の成果であることである．

　近年は，基礎の研究は言うまでもなく，臨床の研究においても，国際誌に論文を掲

載することが重視されている．なかでも，多額の研究費を与えられる研究の成果は，

広く世界に知ってもらう必要があるから，大部分が国際誌に発表される．その結果，

どんな論文も国際誌に発表しなければ意味がないと感じられるようになった．脳神経

外科でも，若手ほどそういう意識が強い．

　雑誌の評価は，それぞれに掲載されている論文の引用回数で表現される．そのせい

で，国際誌の編集者は，引用回数を上げるために，単純な観察研究を掲載したがらな

い．まして，症例報告となると，原則として掲載しないと明言していることが多く

なった．もともと，症例報告の引用回数は低い．それだけでなく，めずらしい症例で

あればあるほど，その引用回数は低くなる．そのため，そういう症例報告は，かえっ

て雑誌の評価を下げてしまう．

　臨床に限って言えば，このような傾向は好ましいこととは思えない．臨床の現場で

の地道な努力や工夫を議論しにくくなるからである．論文を国際誌に掲載することに

こだわると，そういう議論を交わす習慣さえ失われそうな気がする．

　それに比べると，本誌では，いろいろな努力や工夫を自由に取り上げることができ

る．昨今は，本誌に掲載されているような論文こそ，わが国の脳神経外科の底力を

培っているのではなかろうかとさえ思う．今後も，本誌のような媒体は大切にしない

といけないだろう．

片山　容一
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